BIS論壇　No. 169　「ドイツIndustrie 4.0」2015年11月1日　中川十郎
　　10月21日イイノホールでのドイツ・ヂュセルドルフ市主催の首記セミナーに参加した。ドイツがICT時代の21世紀に備えて製造業のグローバル競争優位をめざし注力している製造業戦略Industrie 4.0について「Industrie 4.0－デジタル革命がドイツ経済と社会を活性化」という題で講演会を開催したものである。当日は多くの関係者がつめかけ、盛大であった。　講師はDr.マルテイン・シュルツ氏。英国、イタリア、ポーランドでも教鞭をとり、東京大学、立教大学、日本銀行、富士通総研にも勤務し、日本通。マタ―ヌス・シュタイン氏、ジュセルドルフ大学卒後SM　Electronics、Vodafone,などに勤務。Dr.楠　和浩　九州大学大学院終了後、三菱電機名古屋製作所勤務。ドイツ、フィンランド、イギリス、米国シリコンバレーでの勤務経験あり。ミヒャエル・シュトウッツマン氏。NECドイツ・マネーデイングデイレクター、NECスイス社長。渡辺全佳　JETROジュセルドルフ所長が講演。　
　ドイツではジュセルドルフを中心に産業のジジタル化で、人、機械、ものとICTシステムをスマートにつなぎ、人口減少に対応するために、生産プロセスをよりスムースにする「Indiatrie 4.0」の推進に努力し、デジタル革命センターにする戦略を着々と進めている。
之にはドイツのSAPや代表的な製造業SIEMENSなども協力している。これに対応し、中國は「中国製造2025」、米国はGEなどが中心となり、I oT,であらゆる機器とものをつなぎ爆発的な成長を目指している。
　ドイツはIndustrie　4.0で新たな技術レベルにジャンプし、21世紀の生活と産業を新しいシステムとサービスプラットフォームに統合することでドイツのグローバル競争力を高めることを狙っている。ⅠoＴのマーケット革命から4．0でマーケットの進化に対応する構想だ。18世紀の工業革命から、20世紀のマスプロダクション、1970年代のITによるオートメーション自動化を経て、製造システム革命の引き金に21世紀の第4次産業革命「Indutrie4.0」を取り込み、グローバル競争優位を狙うドイツの野心的な未来戦略だ。
　1985年のプラザ合意以来の30年近い長期経済低迷により、ICT革命に乗り遅れた日本は世界で最も高齢化が進んでいるにも関わらず、対応戦略が出遅れ、いままた21世紀のICTによる第4次産業革命にも乗り遅れつつある。安倍政権が新幹線輸出、原発輸出、武器輸出など重厚長大のプロジェクトなどハード輸出にうつつを抜かしている間に、ドイツをはじめとした世界の先進国はICTを活用したソフト、情報産業化に邁進しつつある。
　せっかくロボットなどの優れた技術を持ちながら、産業戦略が貧困なところより、このままでは日本全体として21世紀の第4次産業革命に乗り遅れるのではないかと危惧される。
　ドイツは社会の少子高齢化による低成長と構造変化に対処し、新たな21世紀のデジタルビジネスモデルとグローバル基盤を構築。産業とサービスのグローバル化に尽力し、これまでの米国IT市場革命からグローバル・ジジタル進化へと遠大な世界戦略で21世紀を見据えた「Industrie　4.0」作戦を着々と進めている。ドイツと並び、かって20世紀の製造大国であった日本も、情報革命時代の21世紀に、第4次産業革命に備えた新戦略を打ち出さねば、米国やドイツのみならず、中國やインドにさえ後塵を拝することになることだろう。　
